
令和４年度 第１回郡山支所管内の振興に係る地域懇話会概要

日 時 令和 4年 6月 28日（火） 18 時 30 分～20 時 30 分

場 所 郡山支所

出 席 者 地域懇話会委員、地域活性化アドバイザー、事務局

会 次 第

〇委嘱状の交付

〇委員・職員紹介

〇事業説明

①地域の魅力・活力共創事業の概要

②地域活性化アドバイザーからの説明

③地域懇話会の概要

〇協議事項

①郡山支所管内の現状と課題

②課題解決に向けた方向性

③課題解決に向けた対応

主な意見等

【各委員等からの意見】

〇スパランド裸・楽・良が郡山で集客力が一番あるので、この資産を有効活用するのが

一番効果が高い。

〇訪れた場所から、他施設へどう繋げられるかが、課題となる。（こういう施設・場所

もあるから、ついでに行ってみようという流れにできるか）

〇郡山地域は、鹿児島市の中心部から車で３０分とちょうど程よい距離であるため、ち

ょっとぶらっと行ける身近な自然である。

〇会議や企業研修は普通は市街地（中心部）でやることが多いが、「議論の後は温泉に

入って帰りましょう」など、こちらに誘致してくることができれば、ひとつの大きな

交流人口になると思う。

〇小さなことだが、昨年、男の子の初孫が生まれたので、田んぼに１２０匹のこいのぼ

りを揚げたことが、新聞に取り上げられた。見学者も結構増えて、こういう小さなこ

とでも地域活性化に繋がるんだと思った。

〇花尾神社の一番大きなお祭りで秋の大祭があるが、そこで「蟻の花尾詣」と行列があ

る。こういうものがあるというのも知っていただくことで、見に来たいと思う人も増

えるのではないかと思う。

〇ＳＮＳを活用した情報発信が必要。今の若い子たちは、田舎の感じがエモいらしく、

棚田とかの田園風景など足を運びたい気持ちになるのでないかと思う。

〇ASSOBA はらっぱの芸術学校がある常盤小学校跡地の校舎は、木造ですごくインスタ

映えする。あそこを地域資源として活用できるのでは。

〇自然が好きな人は、インスタ映えするから現地に来ることが多い。ただ、施設の整備

や綺麗さが追い付いていない。

〇買い物支援については、もう民間企業が動いているので、そういう企業を探して任せ

ていくという方向性でクリアできるのではないか。

〇常盤小学校の校庭をキャンピングカーに開放したら、全国から勝手に来て、勝手にＳ

ＮＳで配信してくれる。

〇目的地の場所や行き方など分からないことも多いので、看板設置や情報発信をもっと

やっていかないと人は来ない。

〇若い世代が育たないと結局、最終的な地域の活性化にならない。今の子どもたちは、

YouTube で色々な情報を入手することが出来るので、子どもの意見も取り入れたほう

がよい。

〇民間会社が所有している採石場の跡地がある。場所の雰囲気がすごくよくて、そこで

音楽フェスができたら、すごい経済効果になるし、地域の魅力活性化に繋がると思う。

〇他所から来た人に地元のことを聞かれた時、しっかり答えられるのはすごく大事だと

思う。エキスパートじゃなくて構わないので、そういうのを答えられるように地元の

人のために、講座を開いたらいいのではないか。

〇季節と景色にも相乗効果がある。田植え時期の水面は鏡のように綺麗である。そうい



った季節の景色は感動し記憶に残る。

〇スパランド裸・楽・良では、年１回、裸・楽・良ウォーキングというのを実施して

いて、大変好評である。ひとりでは歩けないけど、みんなだと歩ける、そういう企画

を考えていけば、郡山地域に来たいと思ってもらえるのではないか。

〇郡山地域の特産品としてデザートやスイーツをインスタグラムなどのＳＮＳにあげ

ると若い人にもっと来ていただけると思う。

【地域活性化アドバイザー】

〇ひとつ目的があって、ついでにどこかに寄るという動線があれば、町内エリアの滞在

時間が延び、人が人を呼ぶことで活気がでる。

県内の人が宿泊なしのお出かけ感覚で行けるドライブ、近い人が寄れるという形でま

ず来てもらって、人がたくさん呼べるようなスポットになればと考えている。温泉に

来た人が、「こういうところもあるんだ」というのを知ることで、回る可能性も十分

あるので、そういう連携は事業の中でできるのではないか。

〇耕作放棄地に、花を植えて綺麗に咲かせるだけでも人は綺麗だと思う。そういう活動

を地域ですると範囲が広がって行ってみたくなる。たとえば、テレビに出してもらう

とより人が来てくれるので、それ自体でお金は落ちないとしても、ついでにどこかに

寄ろうとなったお客さんが来た時に、案内できる態勢が整っておけばいいと思う。


